














学位記番号 第 1 1 909 τEコゴ
学位授与年月日 平成 7 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科物理系専攻

















た新薬設計支援システム IDDEX CIntelligent Drug Design EXpert) について論述する。 IDDEX は，医薬品設計支
援に必要な諸機能を有し専門家と対話的に医薬品設計を行うことができる。
第 4 章では，知識獲得機能を持つ新薬設計支援システム IDDEX-ll について述べるO 筆者は，専門家による IDDEX
を利用した設計過程を分析することにより新薬設計における知識獲得の重要性を認識し現在まで IDDEX- II を構築
しているO 本章では特に IDDEX-ll 構築時に導入された新しい設計知識獲得手法を中心に述べるO

















な設計ができることを明らかにしているo 以上の方法論に基づいて新薬設計支援システム IDDEX が構築され，専
門家に実用されているo
(4) さらに，知識ベースに適切な知識がない状況での新薬設計支援を可能とするために， IDDEX に知識獲得機能を
導入し，再構築した新薬設計支援システム IDDEX-ll が構築されている。この機能には，知識獲得のためのインタ
ビューに伴う専門家の負担を軽減するために，あらかじめ専門家のタスクを解析して，専門家の知識構造を表現す
るのに適した語曇を抽出し，この語嚢を利用して専門家にインタビューするという手法が採用されている。この手
法によって新薬設計のための環境が整うと共に知識の体系化が図れ，設計支援に加えて，知識獲得，また知識運用
の面でも成果が得られているo さらに本研究で取り扱う設計知識を用いて専門家の行為を予測し，次の設計手法を
提案できることも明らかにしている o
以上のように，本論文は新薬設計支援方法論，設計問題における知識獲得，および設計支援システムの構築に関し
て多くの知見を得ており，情報工学，特に知識工学の分野に寄与するところが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値のあるものと認める o
? ?
